
開催
報告

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

KC’s双方向コミュニケーション

概要
日程：10月14日 13:30～16:30
場所：住友生命「Vitality」

プラザ 大阪梅田店

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 出口 美耶子 ] 
Deguchi.Miyako@univ.coop

現状を知り、
個人でできる
対策を行うこ
とで、日本や
世界の環境を
変えることが
できる
（龍谷大3年）

20歳を超えて
実際に制度に
触れることで、
新たな気付き
を得られた
（奈教大3年）

SDGsというと
環境や教育格
差を考えがち
だが国民の生
活という広い
観点が得られ
た
（同志社4年）

01 フードロスを考える

日本ハム/食品産業中央協議会さんより
1ターム目の講師として、日本ハム/食品産業中央協議会

の方をお招きし、昨今の日本のフードロスを取り巻く現状
をお話しいただきました。皆さんは食品をやむなく廃棄す
る時、何を基準にしますか？多くの方は賞味期限を基準に
するそうですが、産業廃棄されてしまう食品の多くは、そ
れよりもずっと前に廃棄されてしまうそうです。
皆さんもまずは、手前どりなどできることから始めてみ

ませんか？

02 社会保障を考える

住友生命さんより
2ターム目の講師として、住友生命の方をお招きし、大

学生が意識すべき社会保障やお金のお話をしていただきま
した。成年年齢が引き下げられ、すべての大学生が“大人”
として扱われるようになって1年。大学生も、将来のこと
を考えて、今から様々なことに備えておくことが大切だと
いうことを学びました！

03 未来を考える

SDGs達成のために
今回お話しいただいた2つの企業はそれぞれSDGsに積極

的に取り組まれています。その取り組みについても教えて
いただき、ちょっとしたことからでもSDGs達成のための
行動ができるということを学びました。
無理のない範囲で社会的課題、SDGsに取り組むことが

現代を生きる大学生に求められているのではないかと感じ
られる双方向コミュニケーションになりました！

参加者
富県大(1)、龍谷大(1)、京都橘(1)、奈良
女(1)、奈教大(1)、滋県大(1)、阪電通(1)、
大阪大(1)、大教大(1)、樟蔭女(1)、
ブロック学生事務局(3)、ブロック職員
(1) 計10会員14名

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：出口美耶子
協力：KC’s、社会的課題内局
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